
 
 

 

【家庭教育支援チーム】 
 

（１）活動主体（チーム）について 

①チーム名 

（呼称） 

 

青森市家庭教育支援チーム 

 （呼称：青森市家庭教育サポーター連絡会） 

 URL：http://blog.goo.ne.jp/saposenrarara 

 

②活動拠点 青森市勤労青少年ホーム ２階 

③活動範囲 青森市内全域 

④組織体制 

 

  １７ 人 

地域コーディネーター １人、子育てサポーター １１人、PTA 関係者 ５人 

 

⑤活動開始年度 平成２３年度 

⑥問合せ先 

 

（部署・氏名等） 

青森市子育てサポートセンター 

（TEL）017-774-6537   （E-mail）aomorishi-saposen@arion.ocn.ne.jp 

 

（２）活動内容について 

①活動形態 

（複数チェック可能） 

保護者等への学びの場の提供 

☐保護者等への地域の居場所づくり 

☐アウトリーチ型家庭教育支援（※保護者の居場所に出向いて届ける支援） 

    ☐自宅に届ける支援（情報提供、相談対応等） 

    ☐保育所・幼稚園・学校等に届ける支援（情報提供、相談対応等） 

    ☐その他の保護者に届ける支援（情報提供、相談対応等） 

☐その他（                          ） 

②活動対象 

（複数チェック可能） 

☐乳幼児 小学生（低学年） 小学生（中学年） 小学生（高学年） 

中学生 ☐高校生以上     

の子供を持つ保護者に対する活動を実施 

③活動内容 

【具体的な活動内容】 

家庭教育支援の拠点となる「青森市子育てサポートセンター」を運営 

活動目的・趣旨 

・学びをとおして、保護者と共に家庭教育の充実を図ることを目的とす



る。  

・知ることは、変わること！正しい情報は力になり、明るい子育てに繋が

ることを目指す。  

・「子育ては自分育て」を合言葉に、子どもの成長段階に応じた内容を学

び、保護者と私たち地域の大人が、未来を切りひらく子どもたちのため

にできることを見つめ直す「学びの場」の提供。 

・青森市内の小・中学校ＰＴＡが実施する家庭教育学級の運営をサポー

トすることをとおして、家庭教育学級の意義と役割が子どもの健やかな

成長の一助となることを、運営するＰＴＡ役員等に周知する。 

活動内容 

① 家庭教育に関する学習機会の提供 

・ 青森市内の小中学校で行われている家庭教育学級の運営サポー

ト 

・ 子育て講座《きらきら塾：年７回》の企画運営 

・ 発達に心配のあるお子さんに関する講座《うとう塾：年５回》の企画

運営 

・ 発達障害の保護者への「ペアレントトレーニング」《５回》講座の開

催 

② 情報収集と発信 

・ 青森市子育てサポートセンター通信の発行《年３回：14,500 枚》 

・ ブログによる情報発信《随時》 

・サポーターが、各自で研修会等に参加し情報収集をしてシェアする 

③ 子育て相談の対応等《TEL・メール・面談・講座内での対応》  

 

④活動の成果 

（活動実績がある 

場合） 

「きらきら塾」「うとう塾」については少人数での開催となったが、参加者ア

ンケートでの満足度は高く、講座のテーマがしっかりと参加者に伝わってい

るようだった。 

また「ペアレントトレーニング」は多くの方々に関心を持っていただき、参

加者からは来期も参加を考えているとのお声をいただき、改めて今必要とさ

れている内容だと確信した。 

さらに、年３回発行している通信においても、子育てに関するQ＆Aコーナ

ーや講座紹介をすることで、講座に参加できない保護者へも、子育てに生

かせる情報を提供することができた。 

 

 

 

 

 

 
 

うとう塾（発達障がいに関する講座）         きらきら塾（子育て講座） 

 

  



⑤活動財源 

（複数チェック可能） 

文部科学省補助事業（事業名：学校・家庭・地域連携協力推進事業） 

☐文部科学省委託事業（事業名：                        ） 

☐厚生労働省事業（事業名：                           ） 

☐地方公共団体単独事業として実施 

☐特段の予算措置はない（自主的に活動を実施） 

☐その他の支援により活動を実施 

  （                                           ） 

 


